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【手続補正書】
【提出日】平成30年9月28日(2018.9.28)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　瘢痕皮膚組織または老化皮膚組織の外観を軽減または最小限にするためのトロポエラス
チン組成物において、
　該トロポエラスチン組成物は、治療上有効量のトロポエラスチン、および該組成物から
のトロポエラスチンの持続放出を可能にする架橋ヒアルロン酸を含み、
　該トロポエラスチン組成物は、瘢痕組織または老化組織において形成された創傷と接触
させられ、該創傷は、該創傷の周りに位置する複数の表皮細胞を含み、それにより創縁を
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形成し、
　該トロポエラスチン組成物は、それが、創傷の再上皮化を可能にする期間にわたり創縁
と持続接触するのを可能にする条件で創傷と接触させられ、
　創傷の再上皮化は、瘢痕組織を最小限にする、
トロポエラスチン組成物。
【請求項２】
　前記トロポエラスチン組成物が、前記トロポエラスチン組成物と前記創縁との持続接触
を可能にする粘度または接着性を有するゲルの形態である、請求項１に記載のトロポエラ
スチン組成物。
【請求項３】
　前記トロポエラスチン組成物が、固相の頂端表面上に提供され、かつ前記固相が、前記
固相の頂端表面を前記創縁にアライメントさせることにより前記トロポエラスチン組成物
と前記創縁との持続接触を可能にするように創床に配置される、請求項１に記載のトロポ
エラスチン組成物。
【請求項４】
　前記固相が、ドレッシング、ステント、足場、バルキング剤、またはプロテーゼである
、請求項３に記載のトロポエラスチン組成物。
【請求項５】
　トロポエラスチン組成物の溶液が、トロポエラスチンと前記創縁との持続接触を可能に
する条件で前記創縁上に注射されることにより、前記トロポエラスチン組成物が前記創縁
と接触させられる、請求項１に記載のトロポエラスチン組成物。
【請求項６】
　前記創縁に提供されるトロポエラスチンの治療上有効量が、約０．１ｍｇ～２５０ｍｇ
／ｍｌである、請求項１～５のいずれか一項に記載のトロポエラスチン組成物。
【請求項７】
　前記トロポエラスチン組成物が、約１～２週間以下の期間にわたり前記創縁と持続接触
した状態で提供される、請求項１～６のいずれか一項に記載のトロポエラスチン組成物。
【請求項８】
　前記トロポエラスチン組成物が、創床と接触させられない、請求項１～７のいずれか一
項に記載のトロポエラスチン組成物。
【請求項９】
　前記トロポエラスチン組成物が、架橋トロポエラスチンを含む、請求項１～８のいずれ
か一項に記載のトロポエラスチン組成物。
【請求項１０】
　瘢痕組織の外観を軽減または最小限にすることが、瘢痕組織の除去を含む、請求項１～
９のいずれか一項に記載のトロポエラスチン組成物。
【請求項１１】
　前記トロポエラスチン組成物が、前記瘢痕において形成された複数の創傷と接触させら
れる、請求項１～１０のいずれか一項に記載のトロポエラスチン組成物。
【請求項１２】
　前記複数の創傷が、瘢痕に沿った微小刺傷形成により形成される、請求項１１に記載の
トロポエラスチン組成物。
【請求項１３】
　前記創傷が、皮膚領域のレーザー処置により形成される、請求項１～１０のいずれか一
項に記載のトロポエラスチン組成物。
【請求項１４】
　前記皮膚領域においてレーザー処置により形成された前記創傷が垂直チャネルを形成す
る、請求項１３に記載のトロポエラスチン組成物。
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